
 

北

山

副

委

員

長

は

開

会

に

あ

た

り

、

「

不

採

用

事

件

の

闘

い

を

解

決

さ

せ

た

力

を

、

職

場

や

地

域

で

発

揮

し

、

東

海

本

部

の

運

動

の

三

本

柱

で

あ

る

諸

計

画

、

協

約

改

訂

闘

争

、

春

闘

の

要

求

前

進

と

組

織

強

化

・

拡

大

を

目

指

し

、

各

地

方

・

職

場

が

一

体

と

な

っ

た

運

動

を

し

ょ

う

。

今

や

税

と

社

会

保

障

の

一

体

改

革

と

し

て

消

費

増

税

・

原

発

再

稼

動

・

Ｔ

Ｐ

Ｐ

・

普

天

間

基

地

問

題

・

オ

ス

プ

レ

イ

な

ど

、

こ

の

国

は

ど

う

な

る

の

か

不

安

が

増

大

し

て

い

る

。

そ

う

し

た

中

、

３

月

か

ら

の

首

相

官

邸

前

で

の

「

金

曜

集

会

」

や

「

さ

よ

な

ら

原

発

集

会

」

な

ど

様

々

開

催

さ

れ

、

原

発

反

対

の

運

動

が

で

き

つ

つ

あ

る

。

労

働

組

合

と

し

て

も

、

安

心

し

て

暮

ら

せ

る

社

会

を

目

指

す

と

共

に

、

職

場

の

労

働

条

件

改

善

、

組

織

の

強

化

拡

大

を

勝

ち

取

る

た

め

に

、

職

場

・

地

域

で

の

取

り

組

み

を

全

体

で

意

思

統

一

し

ょ

う

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

大

会

議

長

に

新

幹

線

地

本

の

山

岸

峰

男

代

議

員

（

大

阪

修

繕

車

両

所

分

会

）

が

選

出

さ

れ

て

議

事

に

入

り

ま

し

た

。

渡

邉

委

員

長

は

、

「

労

働

組

合

が

力

を

結

集

す

る

時

期

。

国

労

運

動

に

自

信

と

確

信

を

持

ち

組

織

拡

大

を

し

よ

う

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。

（

挨

拶

要

旨

は

裏

面

に

掲

載

し

ま

し

た

）

来

賓

の

交

運

共

済

東

海

事

業

本

部

、

今

村

謙

一

本

部

長

は

、

日

頃

の

交

運

共

済

の

感

謝

と

支

援

に

つ

い

て

お

礼

の

言

葉

を

述

べ

、

挨

拶

に

入

り

ま

し

た

。

挨

拶

で

は

「

５

カ

年

計

画

を

柱

と

し

、

経

費

の

節

減

と

給

付

の

充

実

す

る

よ

う

努

力

し

て

き

た

。

昨

年

は

、

雪

害

、

地

震

、

台

風

な

ど

自

然

災

害

が

多

い

年

で

あ

り

事

業

と

し

て

大

変

で

あ

っ

た

が

、

手

厚

い

給

付

を

し

て

き

た

。

今

後

の

重

点

目

標

と

し

て

、

退

職

者

、

再

雇

用

者

の

再

契

約

や

火

災

共

済

の

契

約

の

強

化

が

必

要

」

と

共

済

の

強

化

に

つ

い

て

述

べ

ま

し

た

。

次

に

、

国

労

本

部

田

中

博

副

委

員

長

は

、

「

悪

政

が

繰

り

返

さ

れ

、

課

題

が

山

積

み

し

て

い

る

。

脱

原

発

な

ど

国

民

的

な

課

題

を

解

決

す

る

た

め

労

働

組

合

が

し

っ

か

り

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

組

合

員

は

、

職

場

・

地

域

か

ら

運

動

を

強

化

・

発

展

を

さ

せ

よ

う

。

ま

た

、

国

民

的

な

課

題

や

要

求

獲

得

に

は

、

組

織

拡

大

が

必

要

。

今

、

本

気

で

組

織

拡

大

を

し

よ

う

」

と

呼

び

か

け

ま

し

た

。

ま

た

、

Ｊ

Ａ

Ｌ

解

雇

撤

回

闘

争

の

原

告

３

名

が

挨

拶

し

、

こ

の

間

の

闘

争

支

援

の

お

礼

が

述

べ

ら

れ

、

続

い

て

「

解

雇

４

要

件

を

否

定

す

る

不

当

判

決

の

撤

回

と

勝

利

に

向

け

、

10

月

か

ら

東

京

高

裁

で

裁

判

が

開

始

さ

れ

る

。

今

後

の

闘

い

と

生

活

を

支

え

る

た

め

の

物

販

や

署

名

の

取

り

組

み

の

協

力

を

」

と

訴

え

ら

れ

ま

し

た

。

尚

、

当

日

は

、

物

資

販

売

は

、

約

13

万

円

の

売

り

上

げ

が

あ

り

ま

し

た

。

上

野

書

記

長

か

ら

「

経

過

報

告

と

運

動

方

針

に

つ

い

て

提

案

が

あ

り

討

論

に

入

り

ま

し

た

。

（

主

な

討

論

内

容

は

、

次

号

に

掲

載

し

ま

す

）

２０１２年８月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２４（１）
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責責責責
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者者者者

渡渡渡渡

邉邉邉邉

良良良良

成成成成

編編編編

集集集集

責責責責
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者者者者

高高高高
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宏宏宏宏

第第第第22227777回回回回東東東東海海海海本本本本部部部部定定定定期期期期大大大大会会会会をををを開開開開催催催催

東

海

本

部

は

８

月

４

日

、

愛

知

県

青

年

会

館

に

於

い

て

第

27

回

定

期

大

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

大

会

で

は

、

こ

の

１

年

間

の

闘

い

を

総

括

し

安

全

安

定

輸

送

の

確

立

を

柱

に

、

労

働

条

件

の

改

善

や

国

民

的

な

課

題

、

反

原

発

、

年

金

問

題

、

消

費

税

反

対

等

に

向

け

取

り

組

む

。

そ

の

為

に

は

、

組

織

拡

大

が

重

要

と

運

動

方

針

を

提

起

し

ま

し

た

。

運

動

方

針

等

に

つ

い

て

代

議

員

22

名

か

ら

補

強

さ

れ

、

向

こ

う

１

年

間

団

結

し

て

闘

う

こ

と

を

決

定

し

ま

し

た

。

ＪＡＬ原告団の山口団長が挨拶

山岸議長が議長挨拶

議議議議

長長長長

にににに

山山山山

岸岸岸岸

代代代代

議議議議

員員員員

をををを

選選選選

出出出出

開開開開

会会会会

挨挨挨挨

拶拶拶拶

来来来来

賓賓賓賓

挨挨挨挨

拶拶拶拶

ＪＪＪＪ

ＡＡＡＡ

ＬＬＬＬ

闘闘闘闘

争争争争

支支支支

援援援援

をををを

！！！！



「「「「 が んが んが んが ん 」」」」 のののの 保 障保 障保 障保 障 　　　　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ                      　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　（ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ンス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に

１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付抗 が ん 剤 治 療 給 付

金金金金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き

１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料

払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介

（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞＜ 募 集 代 理 店 ＞

ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間

を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・

保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）
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野

田

民

主

党

政

権

は

、

貧

困

化

、

消

費

税

や

社

会

保

障

の

問

題

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

自

民

党

、

公

明

党

の

３

党

合

意

の

も

と

に

、

今

、

ブ

レ

ー

キ

の

き

か

な

い

暴

走

政

治

を

始

め

て

い

ま

す

。

「

橋

本

維

新

の

会

」

は

、

労

働

組

合

敵

視

政

策

を

は

じ

め

と

し

て

、

教

育

基

本

条

例

、

君

が

代

の

強

制

、

職

員

基

本

条

例

、

政

治

活

動

制

限

条

例

な

ど

思

想

信

条

ま

で

脅

か

そ

う

と

し

て

い

ま

す

。

こ

う

し

た

、

国

民

全

体

に

向

け

ら

れ

た

攻

撃

に

負

け

な

い

た

め

に

も

労

働

組

合

の

真

価

が

問

わ

れ

て

い

ま

す

。

今

こ

そ

国

民

的

な

課

題

と

し

っ

か

り

向

き

合

い

組

合

員

は

奮

闘

し

よ

う

。
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原原原原

発発発発

のののの

なななな

いいいい

社社社社

会会会会

のののの

実実実実

現現現現

をををを

】

未

曾

有

の

大

震

災

か

ら

、

１

年

半

近

く

の

歳

月

が

経

過

を

し

、

今

な

お

16

万

人

を

超

え

る

人

た

ち

が

避

難

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

て

い

ま

す

。

原

発

に

対

す

る

世

論

は

、

福

島

の

事

故

を

受

け

て

、

こ

の

１

年

間

で

大

き

く

変

化

し

ま

し

た

。

毎

週

金

曜

日

に

大

飯

原

発

の

再

稼

働

に

抗

議

す

る

人

波

が

官

邸

前

を

埋

め

尽

く

し

て

い

ま

す

。

７

月

16

日

に

は

、

「

さ

よ

な

ら

原

発

１

０

０

０

万

人

ア

ク

シ

ョ

ン

」

に

よ

っ

て

、

17

万

人

も

の

普

通

の

市

民

や

若

者

が

今

の

状

況

を

変

え

た

い

と

動

き

出

し

て

い

ま

す

。

私

た

ち

も

あ

ら

ゆ

る

共

同

行

動

を

通

じ

て

、

原

発

の

な

い

社

会

の

実

現

を

目

指

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。
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国国国国

労労労労

のののの

視視視視

点点点点

でででで

組組組組

織織織織

拡拡拡拡

大大大大

をををを
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ま

だ

ま

だ

我

々

の

組

織

拡

大

に

向

け

た

運

動

の

レ

ベ

ル

は

、

必

死

に

、

死

に

物

狂

い

で

と

い

う

領

域

ま

で

は

達

し

て

い

ま

せ

ん

。

今

日

の

大

会

を

契

機

に

、

一

定

期

間

、

全

機

関

が

組

織

的

に

動

く

運

動

の

展

開

を

全

体

で

模

索

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

国

労

は

こ

れ

ま

で

も

、

「

職

場

に

労

働

運

動

を

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

闘

っ

て

き

ま

し

た

。

労

働

組

合

は

、

や

は

り

職

場

で

頑

張

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

職

場

の

労

働

者

の

要

求

に

目

を

凝

ら

し

、

そ

の

要

求

実

現

に

向

け

て

頑

張

る

。

職

場

を

基

礎

に

、

労

働

者

が

「

要

求

で

団

結

」

し

、

労

働

条

件

の

改

善

や

、

安

全

で

安

心

で

き

る

鉄

道

、

災

害

に

強

い

鉄

道

な

ど

の

具

体

的

目

標

が

達

成

さ

れ

る

の

だ

と

思

い

ま

す

。

今

こ

そ

、

『

要

求

の

多

数

派

か

ら

、

組

織

の

多

数

派

へ

』

の

道

を

切

り

開

く

た

め

に

、

全

組

合

員

の

英

知

を

結

集

し

、

国

労

が

再

び

職

場

で

光

り

輝

く

た

め

に

、

東

海

本

部

も

そ

の

先

頭

に

立

っ

て

奮

闘

す

る

事

を

決

意

し

ま

す

。

共

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

。

２０１２年８月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３２４（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

恒

例

と

な

っ

た

機

関

紙

コ

ン

ク

ー

ル

の

表

彰

が

昼

食

休

憩

前

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

今

年

は

、

分

会

や

支

部

か

ら

20

紙

の

応

募

が

あ

り

、

最

優

秀

賞

に

「

国

労

東

部

貨

物

」

（

東

部

支

部

・

貨

物

分

会

）

が

選

ば

れ

、

渡

辺

委

員

長

か

ら

水

野

分

会

長

に

表

彰

状

と

金

一

封

を

授

与

さ

れ

ま

し

た

。

最

優

秀

賞

と

し

て

の

選

考

理

由

は

、

「

機

関

紙

を

活

用

し

て

の

情

報

発

信

が

組

織

拡

大

と

い

う

成

果

と

し

て

表

れ

た

こ

と

や

、

機

関

紙

と

し

て

の

紙

面

や

読

み

や

す

さ

」

な

ど

で

し

た

。

そ

の

他

の

各

賞

を

貰

っ

た

機

関

紙

も

発

行

部

数

や

紙

面

の

内

容

な

ど

が

考

慮

さ

れ

選

考

さ

れ

ま

し

た

。

惜

し

く

も

各

賞

に

選

れ

ば

れ

な

か

っ

た

機

関

紙

は

、

紙

面

を

「

組

合

員

の

声

」

「

職

場

で

の

出

来

事

」

な

ど

工

夫

し

定

期

発

行

が

で

き

る

よ

う

奮

闘

し

ま

し

ょ

う

。

▼

最最最最

優優優優

秀秀秀秀

賞賞賞賞

（

１

紙

）

東東東東

部部部部

支支支支

部部部部

・・・・

貨貨貨貨

物物物物

分分分分

会会会会

▼

教

宣

部

長

賞

（

２

紙

）

東

部

支

部

（

静

）

名

古

屋

分

会

（

名

）

▼

優

秀

賞

東

京

車

両

所

分

会

（

幹

）

東

京

駅

分

会

（

幹

）

大

阪

地

区

本

部

▼

努

力

賞

富

士

分

会

（

静

）

新

幹

線

運

輸

分

会

（

幹

）

大

阪

電

気

所

分

会

（

幹

）

最最最最

優優優優

秀秀秀秀

賞賞賞賞

はははは

「「「「

国国国国

労労労労

東東東東

部部部部

貨貨貨貨

物物物物

」」」」

静静静静

岡岡岡岡

地地地地

本本本本

東東東東

部部部部

支支支支

部部部部

・・・・

貨貨貨貨

物物物物

分分分分

会会会会

水野分会長に最優秀賞を授与

組組組組

織織織織

のののの

多多多多

数数数数
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英英英英

知知知知

のののの

結結結結

集集集集
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